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1．ドイツZimmermann社と昭和初期
の我が国の状況
製品化された心理学実験機器の供給は，世界的
には1887年に設立されたZimmermannをはじ
め，ドイツの製造会社によるところが大きい。我
が国の実験心理学創設期においても，東京帝国大
学文学部心理学研究室の初代教授である元良勇次
郎が，在外中の松本亦太郎に，大学から受納した
機器購入費を送り，しかるべき機器の購入を委ね
ている。その額，明治31年に1,200円，翌32年
には1,300円とある。これは，梅岡・末永（1980）
の回想で，当時の様子がさらに次のように記され
ている。
丁度そのころ松本は文部省の命を受けてライプ
ツィッヒのヴントのもとへ赴くことになったの
で，一部の機械についてはエール大学の工作室
に実費製作を依頼することとし，残りはパリの
ケーニッヒやライプチッヒのチンメルマンに注
文製作させて大学に送付した。（p.196）
二度の震災と戦災により，現在，東京大学には現
物はほとんど残っていない（大山・佐藤，1999）
が，Zimmermann製をはじめ，海外から輸入し
た心理学実験機器が相当数あった（1）。少し遅れて
松本により開設された京都大学文学部心理学研究
室には，当時の古典的実験機器が今なお多く保存
されている（2）。Zimmermannの製品記録は，
1894年の『Preis-VerzeichnissuberApparatezu
psychologischenu.physiologischenExperimen-
ten.』（心理学と生理学実験のための装置：価格
目録）に始まり，1937年の『LISTE200』に至
る35種類の製品カタログ（または価格表）が，
MaxPlanck科学史研究所の「TheVirtualLab-
oratory」（3）にアーカイブされている。中でも，
1928年の『WissenschaftlicheApparate.Liste
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筆者は，1933年に発行された山越工作所の心理学実験機器カタログ第二版が国会図書館にPDF資料として
残されていることを知り，その資料を用いて，第二次世界大戦以前に利用されていた我が国の実験心理学機器
の状況を検討した。それに先立ち，山越工作所を運営していた社長の山越長七は二代にわたり継承された名前
であり，それぞれの長七がどのような業績をあげたかを明らかにした。
当時，山越工作所が製造していた心理学実験機器は，ドイツZimmermann社など欧米の製品の模造品が中
心であったが，それらを改良するなどの独自製品もあった。また，ごく最近になって，山越カタログの第一版
が関西学院大学に残されていることを知り，その内容をデータベース化する作業も開始した。
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50.』は355ページに及ぶ大部のカタログで，こ
れにより同社製品のおおよそを知ることができる。
カタログでは，各製品の頭に製品番号が振られ，
それに続く製品名のあと，用途や機能などがドイ
ツ語で説明されている。サイズや重さ，価格も併
せて記されている。これらの文字情報に加え，各
製品の細密画像が縮尺入りで掲載されている。こ
のカタログに掲載されている製品の特徴の1つは，
開発に関与した研究者名を製品名の頭にもつ類似
器械が多い点である。たとえば，二点触覚閾を測
るための「触覚計」（Asthesiometer）が製品リ
ストに多数，掲載されている。「Griesbachの触
覚計」（製品番号925と926）に始まり「Ebbing-
haus」（928と929），「Michotte」（935），「Spear-
man」（940），「Leyden」（942），「Eudenburg」
（945）の触覚計と続く。こうした開発・改良スタ
イルは，心理学実験器械だけでなく，同じカタロ
グに掲載されている生理学器械にも当てはまる。
目を日本に転じると， Zimmermannの
『LISTE50』が出された1928年は昭和初期であっ
た。当時，我が国の心理学研究室で使用されてい
た実験器械は，Zimmermannなどの製品を模造
したものがほとんどであった。純正品を輸入でき
る研究室は帝国大学など少数に限られ，多くはそ
れらを模した国産品を使っていた（4）。そのため，
模造品を作る民間企業が，当時の日本に何社か存
在した。安藤研究所，山越工作所，竹井製作所な
どである（他に島津製作所もあるが，同社が模造
品を作っていたか純正品の輸入が中心であったか
については，現在，調査中である）。
昭和初期と言えば，竹井製作所の創業期である。
筆者らはかつて，社名を変え，竹井機器工業株式
会社となっている社の現会長，竹井昭
てる
雄
お
氏に対し
てインタビューを行い，創業者である父親の竹井
七郎氏について，次のような情報を得ている。
（先代社長竹井七郎は）20歳の頃より，稲田
以外になにもないこのような田舎にいても駄目
だということで，両親の反対を押し切って，東
京で髪結屋と学生を対象にした下宿屋を営んで
いた従姉妹の所へ行き，明治大学の経済学科に
入りました。この従姉妹の下宿で，同宿してお
りました早稲田大学心理学科の学生さん方と親
しくなり，その方々から心理学の実験に使う機
器の話などのなかに，ドイツのチンメルマンと
いうメーカーが心理学の研究に必要な実験機器
を製造しているが，日本ではまだ製造するメー
カーがないので自分達の研究が思うように進ま
ないなどの話を聞かされ，これからの日本の心
理学，特に実験によって科学的に裏付けされた
データを次々に発表して新しい心理学の分野を
切り開いて行くため，日本で初めての心理学研
究に必要な実験機器の製作会社を作ろうと決心
したと，先代は申しておりました。（・吉村・
増田・鈴木，2010）
初代社長が竹井製作所を興したのは，昭和2年
（1927）のことで，起業に際しては「安藤研究所
の所長さんに2～3年間，フランスの航空隊で使
用されていた各種の検査機器（特に心理学（適性
検査））のことをみっちり仕込まれた」そうであ
る（上記インタビュー記事）。安藤研究所と竹井
製作所の近縁関係がうかがえるエピソードと言え
よう。
竹井製作所の後継である竹井機器工業は，現在
なお，心理学や体育学を中心に実験機器や測定機
器，加えて心理検査などを製造・販売している。
そこで筆者は，我が国の心理学における古典的実
験機器の探索を，まずは竹井製作所・竹井機器工
業の製造品から始めた。同社の好意的協力のおか
げで，上述した会長インタビューをはじめ，同社
工場に残る製造品の写真資料をデジタル化し，し
かもそれらをウェブ上でデータベース化する作業
を遂行できた（5）（吉村，2012,2013も参照）。
それに対し，他の3社に関しては，ほとんど探
索を行えていない。特に，安藤研究所と山越工作
所の2社は，活動期のピークが第二次世界大戦以
前で，現在はもう存在しない会社であるため，探
索は難しいと考えられた。ところが最近になって，
山越工作所の昭和初期の製品カタログの存在を知
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り，大正時代から山越工作所がすでに相当数の心
理学実験器械（多くは模造品）を製造・販売して
いたことを突き止めた。きっかけは，大山正先生
が2008年6月に関西学院大学文学部心理学研究
室に古典的機器の調査に行かれた際に作成された
資料にあった。報告スライドの中に，1926年の
島津製作所の心理学装置カタログ（Apparatus
forPsychology1926）と，山越工作所の実験心
理学装置カタログ（CatalogueofApparatus
andSuppliesforExperimentalPsychology）
の表紙（ともに表紙表題のみ英文）が撮影されて
いたことである。その写真から，2社が実験心理
学関係のカタログを作成していた事実を知った。
しかし，その後，実物の閲覧を果たしておらず，
どの程度の内容なのか分からなかった（6）。ところ
が，最近になって，山越工作所のカタログが国立
国会図書館に残っており，しかもPDFで容易に
取得できることを知った（7）。カタログ名は『山越
工作所実験心理学生理学器械目録第二版』で，出
版年は1933年である。中身を閲覧すると，山越
工作所が大正期から昭和初期にかけて実験心理学
器械を精力的に製造し，ドイツZimmermannカ
タログと肩を並べたいとの意気込みを感じさせる
ものであった。本稿では，このカタログを手がか
りに，大正から昭和初期にかけて山越工作所がど
のような心理学実験器械を製造していたのかを明
らかにしていく。その作業を始める前に，山越工
作所を率いた山越長七についておさえておくべき
ことがある。
2．2人の山越長七
山越工作所を興した人物は，山越長七である。
実は，山越工作所の経営者である山越長七は，親
子二代，すなわち2人の人物であった。初代は，
嘉永二年（1849年）生まれで，山越工作所の創
業者である。明治44年発行の『実業家人名辞典』
（1911）と大正7年発行の『大正人名辞典（第四
版）』（五十嵐栄吉編，1918）（8）の「山越長七」の
項は，初代の長七を扱っている。これら2書では，
初代長七の出生地は現在の東京都となっているが，
大正15年発行の『長生郡人物誌』（千葉県長生郡
教育会，1926）では，
日吉村針ヶ谷の人。夙に東京に出で，博物及び
理化学標本製作業を学び，下谷区御徒町に宏大
なる製作所を設け，全国の中等学校をはじめ，
小学校に至るまで其作品を販売し，山越工作所
の名博く学会に知らる。晩年隠居して徳翁と号
し，大正十三年四月五日を以て歿す。（p.65
66）
とある。この記述に従い，出生地は東京でなく千
葉県長生郡とする。初代長七は隠居後，徳翁と号
し，没年は1924年である。初代長七の経歴及び
業績を，木下・河野編（1903,1904）は，次のよ
うに記している。
明治十年東京帝国大学医科大学に入り，解剖学
士今田東先生の教訓を受け，人体解剖及模型の
製作を練習し，刻苦能く之を修得して校を退き，
明治十三年を以て下谷竹町に人体解剖標本の製
作会社を設立し，帝国大学，文部，内務，農務
省，陸軍の各省，全国各病院，道庁府県高等学
校等のご用を勤め…（p.182）（9）
と続く。ここでは山越工作所の創業は明治13年
（1880年）とされているが，奈良（1930）による
と明治12年である。他の文献とも照合し，明治
12年創業をとりたい（10）。このあと，賛辞，業績
紹介が続くが，要約すると，第三回と第四回の内
国勧業博覧会や東京工芸品共進会などに人体局部
解剖標本を出品して賞を得たこと，そして今回，
第五回内国勧業博覧会に出品した実用新式脳髄模
型などが一等，二等，三等を得たことを顕彰して
いる。また，山越工作所は百人もの従業員規模を
以て，医学・生理学のさまざまな研究や教育に貢
献してきたと記している。『実業家人名辞典』
（1911）や『大正人名辞典第四版』（五十嵐栄吉編，
1918）はさらに，初代長七が多額の所得税納付者
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であったことも記している。これらの文献を追っ
ていくと，初代長七はもっぱら人体解剖標本の製
作に力を注いだ人物で，彼の代には本稿の焦点で
ある心理学実験器械の製造は行っていなかったと
判断できる。
二代山越長七は，昭和2年発行の人名辞典（猪
野，1927）に登場する（11）。先代長七の長男（12）と
して明治 17年11月東京都に生まれ，大正 6年
10月に家督を相続し，前名良三改め二代長七と
なった。猪野（1927）には，家督継承に先立ち，
明治42年に欧米各国を訪れ，翌年帰国したこと
が記されている。二代長七の業績は， 奈良
（1930）（13）から知ることができる。そこには「山
越式硬質蝋製品製造法の発明者」であることと，
その製造法の詳細が記されている。また，明治
42年の欧州留学，特にドイツにおいて蝋製模型
の製作を学んできたことが画期的進歩を生んだと
ある。製造法は，次のようである。
この発明の内容は「カルナゥパワックス」，石
膏，澱粉，焼明礬，重炭酸曹達を混合煮沸して
成る蝋液を，石膏又は寒天製雌型へ注入し冷却
凝固せしめたるものに，適宜の彫刻を施して成
るものであって，硬質にして耐熱耐寒性ならし
むると共に，緻密なる彫刻を施し得ると，運搬
中破損の憂い少なからしめたるものである。
（p.676677）
説明は，さらに製造法の詳細へと続く。そして，
この製法が特許第24381号（大正2年7月31日）
を取得し「山越式硬質蝋製造法」となったことを
顕彰している。また，先代長七以来，製造に取り
組んできた人体模型も，登録実用新案第18774号
ほか4件を取得した。内訳は「人体視器解剖模型」
「口腔咽頭喉頭説明模型」「眼病模型」「人体皮膚
説明模型」および「人体胸郭運動説明模型」で，
これらを一括し「人体模型」と称したとある。そ
していよいよ，心理学的実験器械についての言及
である。「マッチボード」「反応時間検査器」「記
憶検査器」「光度弁別検査器」「聴力検査器」「目
測検査器」および「精神技能検査器」が，登録実
用新案第107006号ほか6件を取得した。これら
7件を一括し，「性能検査器」と呼ぶ。二代長七
の肖像写真を含め7ページにわたる奈良（1930）
の解説は，次のように結ばれている。
斯くの如く，氏の考案製作に係るところの優秀
なる人体模型その他は，内外各地の博覧会及展
覧会等に出品したが，孰れも絶大なる賞賛を博
して授賞せられざるなく，又官公署，学校及公
私病院に命ぜられ，各種模型を製作して納入し
たる事枚挙に遑なきほどである。斯て我が国に
於て使用せらるるところの生理，解剖学上に関
する模型類は，欧米各国よりの輸入全く其の跡
・・・・・・・・・・・・・・
を絶つに至ったのである。斯の如き結果を納め
・・・・・・・
たるは，全く氏の影響するものにして全国学校，
病院，研究所等に於いて用いる生理，衛生，博
物に関する模型の大半が同氏の製作品たるに徴
するも，氏が之等の製作に如何に専念せられし
かを充分に窺い知らるるのである。（奈良，
1930,p.678）（傍点，吉村）
この時代，山越工作所の製造品のおかげで，それ
まで輸入に依存していたものが，それを要さなく
なった。それは，「人体模型」など医学・生理学
関係のものだけでなく，上に記した「性能検査器」
という心理学に係わる器械類にも及んだ。ここに，
心理学実験器械の製造に関わる山越工作所が現れ
る。本節で参照した諸文献では，残念ながら心理
学の器械類より，標本製作法や人体模型など，社
会的（官公庁・学校・病院など）貢献度の高い業
績に紙面の大半を費やしているが，実用新案「性
能検査器」へのわずかな言及から，標本や模型と
同様，心理学実験器械に関しても輸入に頼る必要
をなくそうとした二代長七の姿勢を見て取ること
ができる。
本節を締めくくるにあたり，資料記述の不一致
を整理する意味も兼ね，初代と二代長七の簡略年
譜を表1に示しておく。実は，「山越工作所」と
いう社名自体，資料を見比べると，「山越製作所」
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との混用が目立つ。ただし，それらは誤記とばか
りも言えず，少なくとも途中から社名を「山越製
作所」に変更している。昭和18年5月現在の情
報を記した『帝国銀行会社要録31版』以降，「山
越工作所」ではなく「株式会社山越製作所」との
社名が現れる（住所地からそれまでの山越工作所
と判断できる）。二代長七が第二次大戦終結と時
を合わせるかのように昭和 20年 8月 16日に死
亡（14）したのちは，戦後の混乱期ということもあ
り，会社運営は困難だったようである。同社がい
つまで存続したかについて確かな資料は得ていな
いが，『帝国銀行会社要録43版』（昭和37年現在）
までは同社の社名記載が続いている。
二代山越長七の主要な業績である標本製作に関
して，最近でも河原・佐久間・加藤・赤石・古畑
（2012）が，今に残る同社の蝋模型のきのこムラー
ジュの再評価に取り組んでいる。そうした博物学
領域での貢献に劣らず，大正から昭和初期におけ
る心理学実験器械製造会社として役割を果たした
山越工作所の製造品を，次節以降で山越カタログ
を通して捉えていきたい。
3．『山越工作所実験心理学生理学器械
目録第二版』（1933年）の目次構成
昭和初期という時代の，しかも大企業でもない
一民間企業の製品カタログが，研究室にいながら
にしてPDFで入手できたことに，感謝の気持ち
を抱くとともに少なからぬ驚きを感じる。このよ
うなことが可能であったのは，国会図書館のある
プロジェクト事業のおかげである。長尾真が京都
大学情報工学の教授時代に発表していた電子図書
館構想が，2007年，長尾が国会図書館第14代館
長に就任したことにより実現したのである。2009
年度に127億円というかつてない予算が投入され，
国会図書館で「大規模デジタル化事業」が始まっ
た。それにより，名もなき戦前の一民間企業の製
品カタログまでもがPDF化されたのである。
カタログ・タイトルに続くページには，山越工
作所が明治十二年創立であること，器械部と模型
標本部に分かれていること，営業所は御徒町にあ
り工場は田端新町にあることが明示されている。
ページをめくると，東京帝国大学文学部教授停
年退官後，当時航空心理研究室に籍を移していた
松本亦太郎が序を寄せている（第一版にはない）。
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表1 2人の山越長七 年譜
□1849（嘉永2） 初代長七，千葉県長生郡日吉村にて生まれる。早くに東京に出る。（異説あり）
□1877（明治10） 初代長七，東京帝国大学医科大学に入り，解剖学士今田東の薫陶を受ける。（異説あり）
□1879（明治12） 初代長七，下谷区竹町に人体解剖標本製造会社 山越工作所を設立。（異説あり）
■1884（明治17） 初代長七の長男として､良三，東京で生まれる。（狩野，1927によれば二男）
□1903（明治36） 第5回内国勧業博覧会に出品した実用新式脳髄模型などが一，二，三等を得る。
■1904（明治37）頃 良三，19歳で山越工作所に入る。
■1909（明治42） 良三，欧米を歴訪し，ドイツで蝋製模型製作法を学び，明治43年帰国。
■1913（大正2） 「山越式硬質蝋製造法」特許第24381号取得
このころ，「性能検査器」，登録実用新案第107006号ほか6件を取得
■1917（大正6） 良三，家督を継承し，二代目長七と改名。初代は徳翁
□1924（大正13） 徳翁（初代長七）歿
■1931（昭和6） 『実験心理学生理学器械目録』刊行
■1933（昭和8） 『実験心理学生理学器械目録 改訂第二版』刊行
■1945（昭和20） 山越製作所第二代社長・長七歿
□は初代，■は二代長七の関連事項
Hosei University Repository
企業カタログへの序であることから賛辞で飾られ
ている点は割り引くとして，以下の指摘は興味深
い。山越工作所は，事業の一部として，心理学の
教育や研究に必要な実験器械や用具を国産化する
努力を長年続け，今では欧米で製作されている心
理学器械のうち山越で製作できないものはほとん
どない。その上に，我が国の研究者が考案した器
械も少なからず製作してきた。山越の器械用具の
機能は正確で，ドイツ・フランス・英国製の最優
秀な器械に匹敵する。このカタログ自体が器械の
供覧になっており，使用説明書とも言え，利用者
にとって利便性が高い。そして，松本の序は，次
のように結ばれる。心理学器械の国産的独立は，
我が国の心理学の独立的発展に対し大いなる援助
を与える。
続いて，山越工作所長山越長七の名前で，第一
版（昭和6年）と第二版（昭和8年）のはしがき
が併記されている。まず，第一版のはしがきから，
注目点を記そう。科学教育資料の製作に50年の
歴史をもつ山越工作所は，実験心理学器械の製作
にもすでに十数年の経験と研究を重ねており，優
秀な技師の忠実な工作によって，正確・牽牛・廉
価を目標として製作に努めている。各製品は，権
威ある専門学者の懇切な指導と検閲のもとに製作
している。このカタログを編纂するにあたり，各
製品の図解はもとより，その器械の目的，用途，
構造，使用法などの解説を加えたとある。第二版
のはしがきには，倉敷労働科学研究所の考案品の
製作・販売を山越工作所が委嘱されたことも付け
加えられている。
第二版カタログにおける心理学実験器械類の分
類は機械的だが，系統立っている。その目次を，
表2に示そう。目次構成から，以下の特徴点を指
摘できる。
 「感覚」と「知覚」を区別し，「感覚」は感
覚モダリティーの違いをベースに分類してい
るが，「知覚」ではそれとは異なる分類基準
を用いている。
 「感覚」または「知覚」，特に「視覚」に分
類されて当然と考えられる瞬間露出器（タキ
ストスコープ）類が「認識（注意）」という
高次機能を扱うカテゴリーに入れられている。
 「暗示」「想像」という現在からすれば実験
器械の一カテゴリーにはなりがたい項目を独
立させている。
 「生理学器械」や体育系の「運動」「身体検
査器械」「運動（イ）力量）」という，現在で
も心理学の近接領域のものとして開発されて
いる器械類が分類項目に加えられている。
 「時間測定の装置」や「記録装置」など，
汎用性ある器械類を研究領域とは独立のカテ
ゴリーとして設定している。
 器械とは言えない各種の心理「検査用紙」
を，山越工作所でも扱っていた。
 山越工作所の業態を反映する「模型」がか
なりの割合を占めている。
	 形式的整合性を保つためか，1点か2点し
か含まない目次項目（カテゴリー）が7つも
存在する。

 各器械は，カタログ中のどこかのカテゴリー
に含まれ，かつ他のカテゴリーには含まれな
い。
 のちの第一版カタログと比較して判明した
ことだが，同じ製品であっても第一版とは異
なる製品番号が割り振られている機器類が少
なくない（15）。
ちなみに，カタログ作成の手本となったであろ
う1928年のZimmermannカタログには目次が
付いていない。わずかに，索引欄に，生理学・教
育学・心理学別にアルファベット順での機器一覧
が添えられている程度である。その点を考えれば，
山越工作所のカタログ作りは意欲的である。しか
も，どの器械もカテゴリー間で重複しない。戦後
もかなり経過し1980年頃から作り始められた竹
井機器工業の製品カタログでも，同じ機器が別カ
テゴリーに何度も登場する（吉村，2012）。
表2の「主な器械」を一覧すると，後年まで長
く使われることになる器械類のカテゴリーと寿命
の短い器械類のカテゴリーがあることに気づく。
心理学や体育学のために開発された器械類の多く
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表2『山越工作所実験心理学生理学器械目録第二版』の目次構成と主な器械
大項目 小 項 目 点数* 主 な 器 械 開始番号
Ⅰ 感覚
 視覚 16 視力検査，視野計，混色器，色立体 1
 聴覚 15 聴覚計，音叉，音高測定発生器，音源定位刺激装置 101
 触覚 8 触覚計，痛覚計，温度感覚計 201
 嗅覚 2 嗅覚計，香料セット 301
 運動感覚 2 キネマトメーター 401
Ⅱ 知覚
 空間知覚 9 驚き盤，錯視図，実体鏡，深径覚，目測計 501
 時間知覚 2 時間知覚実験器，時間間隔調節器 601
 律 2 メトロノーム 701
Ⅲ 認識（注意） 15 瞬間露出器，注意検査器，実物幻燈装置 801
Ⅳ 連想及び学習 2 迷路，鏡映描写 901
Ⅴ 記憶 4 記憶検査器，カード続出器 1001
Ⅵ 暗示 2 暗示検査器，温度暗示装置 1101
Ⅶ 想像 3 型盤，（形態）想像検査器 1201
Ⅷ 推理・判断・弁別 5 大小分類，カード分類，太さ弁別，色分配 1301
Ⅳ 運動
 力量 13 指力計，握力計，押力計，背筋力計，脚力計 1401
 速度 5 打叩度数計，棒挿盤，糸挿検査具，紐かけ検査具 1501
 運動調節 8 不動性，辿路盤，狙準動作，震え計 1601
 反応 4 落下反応，選択反応，感覚反応，ボイスキー 1701
Ⅹ 時間測定の装置
 測時器 11 ストップウォッチ，クロノスコープ，振子測時計 1801
 時間記録器 8 音叉，クロノメーター，コンタクトクロック 1901
 記録装置 10 カイモグラフ，煤煙台，電磁記録器 2001
 メーター類 4 度数計，電流，電圧計 2101
	 身体検査器械 8 人体測定器，肺活量，体重計 2201

 生理学器械 34 呼吸，脈拍，血量，血圧，血色素計 2301
 付属品及び雑具
 電気器具 14 スイッチ類，電鍵，リレー，抵抗器 2401
 支柱台その他 11 万能支柱台，顔面固定器，頭蓋固定器 2501
 実験材料（消耗品） 8 色紙，薬品 2601
 検査用紙 5 知能検査，情意検査，抹消検査，加算検査， 2701
 全身一般模型 8 人体解剖模型 2901
 神経系統模型 5 脳髄，神経系 3001
 感覚系統模型
 視覚器 4 視覚器，眼球眼筋 3101
 聴覚器 4 聴覚器，内耳，蝸牛殻 3201
 嗅覚器 1 鼻腔 3301
 味覚器 1 舌 3401
 皮膚感覚器 2 皮膚組織 3501
心理学教授用資料 ―
幼稚園指導用心理学的玩具 ―
特殊能力検査器械 ―
実験室用心理学器械組合せ ―
索引
・製品番号が付された見出し語の件数を「点数」とした
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は，第二次世界大戦後も長く使われ続けた。それ
に対し，汎用器械ともいうべき「時間測定装置」
や「記録装置」は，それを支える技術の革新速度
が速く，高性能のものへと次々に置き換えられて
いった。「クロノスコープ」はユニバーサルカウ
ンターなどの電子機器に，「カイモグラフ」はペ
ン書き記録器や電光オシロスコープに取って代わ
られた。それに対し，心理学や体育学で用いる器
械類は，人など非測定者とのインターフェイス部
分が重要であることもあって，変化はずっと緩や
かであった。
4．山越工作所独自の器械類
このカタログに掲載されている器械類は，序に
おいて松本亦太郎が「欧米で製作されている心理
学器械で山越で製作できないものはほとんどない」
と賞賛したように，ドイツなどで考案製造された
器械類の模造品が多かった。しかし，同じく松本
の「我が国の研究者が考案した器械も少なからず
製作してきた」との指摘通り，オリジナル器械も
相当数あった。カタログの中からそれらを同定す
るため，器械名の頭に日本の研究者名が冠された
製品を抜き出し，表3上部に一覧表示した。番号
1から2403までの33製品である。
「淡路」という名が最も多く，10機種を数える。
産業心理学者淡路円治郎（18951979）である。
視覚に関する器械類だけでなく身体運動の検査機
の製作にも関わった。「石原式学校用色盲検査表」
はよく知られた日本発の色覚検査表で，陸軍医石
原忍が徴兵検査用に開発し，1916年に半田屋か
ら出版されたものを起源とし，山越工作所からも
出された学校用のものである。「寺澤」は，昭和
初年当時，逓信省電話課嘱託として電話交換作業
能率を担当していた寺澤巌男（18801970）であ
る。「増田」は，「時間間隔調整器」という実験心
理学で用いる器械であることから，昭和初年当時
東京帝国大学講師で実験心理学者であった増田惟
茂（18831933）と考えられたが，東京市事務員
兼講師（東京市視学）増田幸一（18981982）と
の可能性もある。後者の根拠は，増田幸一の専門
領域が適性検査・職業指導であることに加え，こ
のカタログ中の別のところ（知能検査や師範学校
での供覧用器械の製作指導）にその名がフルネー
ムで登場し，山越工作所と関係深い人物と推察で
きるからである。「 検査用紙」のところに
「増田氏一般知能検査」があり，その解説に「本
調査は東京市視学文学士増田幸一先生の案に係わ
り，主として産業方面殊に商工業従事者への適用
を目的として作られたものであり…」とある。
「緒方氏瞬間露出器」の「緒方」が誰を指すかは
不明である。他に，「吉田」「大串」「橋田」「浦本」
もあるが，いずれも体育学や生理学に関する器械
類であるため，人物同定は省略する（本段落で扱っ
た心理学者に関する情報は，大泉,2003によった）。
また，「KY」と冠された器械が7製品ある。
これは「KousakushoYamakoshi」の頭文字を
とったのであろう。特定の研究者の発案・指導の
もとではなく，山越工作所で発案したものか，あ
るいは，発案・指導した人が，器械名に自らの名
が冠されることを辞退したためかもしれない。
最後に，「労研」と冠された器械が4種あった。
これはもちろん，「労働科学研究所」のことで，
当時この研究所は，倉敷にあった。「労研」と冠
された器械が初出する「労研キネマトメーター」
の説明に「倉敷労働科学研究所考案」と付されて
いる。カタログ冒頭の第二版「はしがき」に記さ
れていた，「倉敷労働科学研究所の考案品の製作・
販売を山越工作所が委嘱された」ことを裏づけて
いる。ただし，「労研式」と冠された器械類は山
越に限定されたのではなく，少なくとも第二次世
界大戦終了後，山越工作所（山越製作所）の活動
が縮小・消滅していった後は，竹井機器工業の製
品にも「労研」と冠されたものが存在する。筆者
らがデータベース化した「実験心理学ミュージア
ム」の「竹井機器工業製造品データベース」で
「労研式」を検索すると，26件ヒットする。ただ
し，重複を除くと4機種で，それらは「労研式落
下反応時間測定装置」「労研式ピンチ力測定装置」
「労研式タッピング測定器」「労研式直立安定度測
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表3 日本独自に製造したと考えられる器械類
（頭に日本人名が冠されていたり特許取得などから判断）
製品番号 器 械 名 目 次 項 目 特許等
1 石原式学校用色盲検査表 Ⅰ 感覚  視覚
12 淡路氏視力検査器 Ⅰ 感覚  視覚
53 淡路氏色度弁別器 Ⅰ 感覚  視覚
111 寺澤氏滑走聴覚計 Ⅰ 感覚  聴覚
402 労研キネマトメーター Ⅰ 感覚  運動感覚
511 淡路氏回転式連続露出計 Ⅱ 知覚  空間知覚
562 KY式精密目測計 Ⅱ 知覚  時間知覚 実用新案
602 増田氏時間間隔調節器 Ⅱ 知覚  空間知覚
811 淡路氏瞬間露出器 Ⅲ 認識（注意）
812 緒方氏瞬間露出器 Ⅲ 認識（注意）
813 増田氏遠近瞬間露出器 Ⅲ 認識（注意）
842 淡路氏連続瞬間露出器 Ⅲ 認識（注意）
862 淡路氏注意検査器 Ⅲ 認識（注意）
1002 KY式記憶検査器 Ⅴ 記憶 実用新案
1422 KY式牽力押力計 Ⅵ 運動  力量
1431 KY式背筋力計 Ⅵ 運動  力量 実用新案
1443 KY式モッソー・デュボア氏力量計 Ⅵ 運動  力量 実用新案
1451 淡路氏回転脚力計 Ⅵ 運動  力量
1502 淡路氏把手回旋検査器 Ⅵ 運動  速度
1603 淡路氏回転動作検査器 Ⅵ 運動  運動調節
1932 淡路氏コンタクトクロック Ⅹ 時間測定の装置  時間記録器
1934 KY式コンタクトクロック Ⅹ 時間測定の装置  時間記録器
2221 吉田式肺活量計  身体検査器械
2232 労研座高指極計  身体検査器械
2241 KY式身長計  身体検査器械
2261 大串氏体格栄養判定儀  身体検査器械 特許
2322 橋田氏ロタトリウム  生理学器械
2323 浦本氏ミオグラム  生理学器械
2326 浦本氏刺激選択器  生理学器械
2371 労研エラストメーター  生理学器械
2376 労研瓦斯分析器  生理学器械 実用新案
2381 労研ラフレコメーター  生理学器械 特許申請済
2403 浦本氏多相切換スイッチ 	 付属品及び雑具  電気器具
「
 検査用紙」に関してはほぼすべてが日本製であるため，記載を省略する
以下のものは日本人の研究者名等が冠されていないが特許等が取得されているもの
112 聴覚計 Ⅰ 感覚  聴覚 実用新案
541 角度目測計 Ⅱ 知覚  時間知覚 特許
911 鏡像描写装置 Ⅳ 連想及び学習 実用新案
1301 大小分類検査器 Ⅷ 推理・判断・弁別 特許
1432 握力力量計 Ⅵ 運動  力量 実用新案
1511 棒挿盤 Ⅵ 運動  速度 実用新案
1701 落下式反応測定器 Ⅵ 運動  反応 特許
1841 落下式検定器 Ⅹ 時間測定の装置  測時器 特許
2211 自働式胸拡計  身体検査器械 実用新案
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定器」である。この数は山越カタログにあるもの
と同数であるが，中身はすべて異なる。昭和初期
の山越カタログと原則1970年代以降の竹井機器
工業製品のカタログでは時代が違っており，中身
の違いは当然と言えよう。
山越工作所の独自製造品には，心理検査も含ま
れる。表3の下から10行目ほどのところに，「
検査用紙」に関するコメントを記した。心理テス
トの多くは言語が介入するため，たとえ外国で開
発されたものであっても日本人の手が入る。山越
カタログには知能検査類が10種，情意検査関係
が3種，作業検査関係が3種掲載されている。発
行元は山越工作所とは限らず，教育委員会や出版
社発行のものも少なくない。山越工作所が代理店
的役割を果たしていたと思える。ただし，言語を
使わない3種の作業検査，「2703 抹消検査用紙」
「2704 置換検査用紙」「2705 加算検査用紙」に
は，日本人研究者名は冠されていない。
表3について，最後に言及するべきことは，特
許や実用新案に関してである。頭に日本人名が冠
されていなくても，器械名の後に特許や実用新案
番号が付されているものは，外国製品の模造品で
はなく，山越工作所独自の器械であると判断でき
る。それらを表3の最後の9行に一覧表示した。
112から2211までの9製品である（表3上部の1
から2403までの中にも，特許1件，実用新案5
件，特許申請済1件が含まれている）。それらの
中には，「鏡像描写装置」「大小分類検査器」「棒
挿盤」など，戦後長らく使用されてきた器械類も
ある。ただし，戦後に作られたそれらの器械は，
山越工作所（製作所）製とは限らず，竹井機器工
業など他社製品も多い。特許や実用新案が登録さ
れた製品を他社が製造販売することになった事情
ははっきりしない（16）。
「山越カタログ（第二版）」に掲載されている製
品に付された製品番号は，機械的過ぎるほど規則
的である。表2に戻り，最右列の「開始番号」を
見ると，開発順ではなく，目次の分類順に沿って
単純に100番区切りで番号が振られている。しか
も，目次項目の区切りの大小（大見出しと小見出
しの違い）も考慮されておらず，目次項目が1つ
進むと次の100番台へと進む。これほどまで機械
的に割り振られているのは，カタログ作成に合わ
せて器械番号を設定したためと推測できる。ただ
一箇所だけ，200番飛ぶところがあるが（「
検査用紙」と「 全身一般模型」のあいだ），
さすがに器械類と模型類の区切りを大きくする意
図が働いたのかもしれない。一方，それぞれの
100番台での番号割り振りには，内容的配慮がな
されている。たとえば，1番から始まる「Ⅰ 感
覚  視覚」では，「No.1 石原式学校用色盲
検査表」「No.2 万国式視力表」と続くが，3番
目は「No.11 携帯用検眼レンズ」と，一気に10
番台へ進む。紙製の視覚検査（1番台）とレンズ
式の視覚検査（10番台）のあいだに区切りを入
れたのであろう。こうしておけば，新たに紙製の
視覚検査が加わっても，3番から9番の空き番号
を当てることができる。将来への発展を見込んだ
番号割り振りと言える。ただし，3節のリスト項
目の（10）に記したように，第一版カタログとの
一貫性は全くと言ってよいほど配慮されていない。
5．心理学教授用資料
カタログ巻末には，いくつかのセット提案が示
されている。
まず，高等学校や師範学校での供覧用セットで
ある。それらは，目次Ⅰからまでに掲載された
器械類からのピックアップではなく，多人数への
供覧用として新たに考案した，基本的に大サイズ
の器械類である。提案は2案あり，それを指導し
たのは，広島文理大学の久保良英・古賀行義両教
授など，4名であった。その中に，前節で言及し
た増田幸一も含まれる。第一案は，「器械の部」
と「図譜の部」に分かれ，前者は「仮現運動説明
図」「色彩混合説明器」「距離錯視説明器」「反応
時間測定器」「瞬間露出器」で構成されており，
大人数への供覧のため大型のものである。「反応
時間測定器」と「瞬間露出器」だけはⅠからま
でに相当品があるが，それらにさらに手が加えら
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れている。それにもかかわらず，相当品に比べて
廉価である。「図譜の部」は「反転錯視図」「数型
図」「青少年知能発達曲線図」「幼児語彙発達曲線
図」「判字箱学習曲線図」で構成される。それぞ
れどのようなものなのか，製品名だけでおおよそ
見当がつくものもあるが，「数型図」と「判字箱
学習曲線図」はよく分からない。残念ながら，カ
タログにはごく簡単な説明しかなく，それを読ん
でも理解はおぼつかない。短いものなので，一応，
説明文を記しておく。「数型図」には「色彩付月
名，数等の数型の実例三種を描いたもの」，「判字
箱学習曲線図」には「閉じ込められた動物がその
箱から抜け出るのに要する時間が，いかなる経過
をって短縮されるかを示す図表」とある。第二
案は，5種の器械で構成される。「色彩対比及び
補色現象説明器」「聴空間知覚説明器」「筋肉疲労
説明器」「時間知覚説明器」「筋肉的学習説明器」
である。「聴空間知覚説明器」のみ，カタログ中
「Ⅰ 感覚  聴覚」に掲載された器械と同一
だが，他の4種はカタログ中の器械をもとに供覧
用に大きくするなど加工が施されている。
これら2案の後，「日本女子大学児童研究所立
案」による「幼稚園指導用心理学玩具」20種が
掲載されている。それらはカードに描かれた絵や
型合わせなどで構成されているが，個々の玩具に
関する解説はない。ただ，20種の選定に当たり，
具体的であること，心理学的であること，発達的
であること，系統的であること，教育的であるこ
と，テストに使用しうること，がうたわれている。
3つ目に，特許を有する「特殊性能検査器械」
があげられている。目次の「感覚」から「時間測
定」までを選定対象とした個人の性質や能力を測
るための16種からなる器械セットである。説明
には，「教育指導，進学指導，職業指導等の目的
における個性調査の上に必須の器械」とあり，
「すべて標準成績表の完成された信頼度の高いも
の」と解説されている。「検査器械一式」として
セット化することにより，購入者に選定の手間を
省かせ，価格的にも割引くという販売形式である。
この方式は，他社においても採用されている。た
とえば，ずっと後のことになるが，竹井機器工業
は，基本的な実験機器類を「佐藤セット」として
販売した。供覧用になるとともに，専用の格納箱
に納めて提供し持ち運びや収納スペースの点での
利便性も図っている。
最後に，目次に掲げられた器械類の全体をカバー
する形で50種程度の器械を選出し，AからEの
5セットを提案している。50種程度の中からA
は14種類，Bは24種類，Cは22種類，Dは42
種類，Eは31種類での構成である。備考欄には，
本組み合わせ内容品は師範学校専攻科，高等女学
校高等科等の基本的設備として適切なものを選定
したとある。選定者側からの視点ではあるが，当
時，師範学校専攻科等で標準的に備えておくべき
心理学器械と考えられたもののリストとしての資
料的価値もある。
6．今後の展開
本研究では，山越カタログに掲載されている個々
の器械の動作原理や利用方法にまで踏み込んだ検
討は行えなかった。しかし，松本亦太郎の序にあ
るように，このカタログ自体が器械の供覧になっ
ており，使用説明書とも言える。そのような観点
から山越カタログを見ると，心理学の重要な古典
的研究についての有益な情報が埋もれている。た
とえば，ゲシュタルト心理学の創始者 Wer-
theimer（1912）のモノグラフでは，仮現運動の
実験に用いた「Schumannのタキストスコープ」
の仕組みについて，ドイツ語で長々と説明されて
いる。英文には，Shipley（1961）による抄訳が，
また最近になって Wertheimer& Watkins
（2012）による完全英語訳が出版されている。し
かし，文章による説明だけで複雑な装置の動作原
理を理解するのは必ずしも容易でない。吉村
（2006）ではWertheimerの記述の分かりにくさ
について，「望遠鏡を通して観察し，しかも望遠
鏡の対物レンズ側の下半分にはプリズムが仕込ま
れているなど，相当込み入った使い方をしていた
ようである」（p.13）と半ばお手上げ状態である。
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ドイツ語から英語にそしてさらに日本語へと，仕
組みがよく分からないまま訳出を継いでも，理解
は進まない。その「Schumannのタキストスコー
プ」の図が山越カタログに「No.841 シューマ
ン氏連続瞬間露出器」として登場する。図には，
「望遠鏡」なるものを覗き込む観察者の姿まで示
されている（このタキストを扱っているドイツ
Spindler& Hoyer（1908）のカタログ図には観
察者は描かれていない）。図1がその写真である。
カタログの説明文に次のように記されている。
本器は回転覆い板，刺激挿入器，及び覗き眼鏡
が一組となっております。図の如く被験者は器
械の他の部分を見ないように，覗き眼鏡を通し
て前方を見ます。モーターによって回転覆い板
を回転させますと，適当の広さに開けられた回
転覆い板の隙間が眼鏡の前方を通過する間だけ
刺激が露出されます。最初の隙間が通過し終わ
り次の隙間との間の短い覆い板の部分が眼鏡の
前を通過する間に，電気装置によって刺激カー
ドは次のものに交替します。故に続いて次の隙
間が眼鏡の前に来たときには，次の刺激が現れ
る訳でありまして，連続的に二個又は三個の刺
激を露出することができます。本器の特徴は回
転覆い板が大きいので加速度の調整が適当であ
ること，不快な音を発しないこと等であります。
（p.36）
まず，図1から，観察者は車輪の横位置ではなく
下位置に据えられた覗き眼鏡を通して刺激を見る
ことが分かる。次に，吉村（2006）で「望遠鏡」
と訳していたものが「覗き眼鏡」であることが分
かる。ただし，最大のの「（覗き眼鏡の）対物
レンズ側の下半分に仕込まれたプリズム」につい
ては，むしろ解答は遠のいた。ここに掲載されて
いる山越の「シューマン氏連続瞬間露出器」では，
カードに描かれた刺激図版が，回転する車輪の隙
間（スリット）と隙間とのわずかの時間，すなわ
ち覆い板で遮される短いあいだに「電気装置に
よって次のもの（カード）に交替」する仕組みに
なっている。当然ながら，この電磁装置による迅
速な刺激の切り換えは，Wertheimerが使った
Schumannのタキストスコープには備わってい
なかった。したがって，ここからは筆者の推論の
域だが，電気仕掛けの刺激カード交替の代わりに，
覗き眼鏡の対物側の下半分にはめられた「（ウェッ
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ジ）プリズム」の屈折力を利用して第一刺激と第
二刺激の上下位置のズレを補正していたのではな
いだろうか。Wertheimerが使用した初期のタキ
ストスコープではカードの切り換えはできず1枚
のカードの上位置に第一刺激の画像が，少し下位
置に第二刺激の画像が描かれている。 吉村
（2006,p.13）にも引用したWertheimerの傍ら
に置かれたSchumannのタキストスコープの写
真（King&Wertheimer,2005）からも，1枚の
カードの上下に刺激が描かれていると見て取れる。
第2刺激をプリズムの屈折力で上に偏位させ，第
一刺激の水平位置とそろえていたのではないだろ
うか。同じSchumannのタキストスコープであっ
ても，ここに示した図1と，Wertheimerの傍ら
のSchumannのタキストスコープの写真（King
&Wertheimer,2005）では，スリットの構造が
違っている。Wertheimerがプリズムをどのよう
に使ったのか，山越カタログも参考にしながら，
今後，検討を進めていきたい。
探索範囲を，冒頭で提示した山越工作所（山越
製作所）と竹井製作所（竹井機器工業）以外の2
社，安藤研究所と島津製作所にも広げるべきであ
る。安藤研究所には，取り扱い製品目録が存在し
ていた。所長である安藤謐次郎が同研究所から出
版した『進化と能率』（安藤，1924）の奥付後の
ページに「心理学実験器械 適性検査器 研究用
精密器械 以上実験室用品 同消耗品 目録進呈」
との広告を載せている。山越カタログほど充実し
たものではないであろうが，大正末に製造されて
いた器械類を知る上で重要である。
島津製作所も古くから製品カタログを作成して
おり，PDF化された国会図書館データベース中
にも数冊のカタログ（目録）が含まれている。残
念ながら，それらのカタログ・タイトルは物理化
学領域を中心とするもので，心理学実験器械のカ
タログではない。しかし，心理学領域の島津カタ
ログが存在したことについては証拠を得ている。
冒頭に記した関西学院大学の資料（大山正先生作
成）の中に，山越カタログと並んで島津製作所の
カタログが2冊，写されていた。1冊は1923年
の「理化学器械及薬品目録」であるが，もう1冊
は 1926年の「ApparatusforPsychology」で
ある。心理学をタイトルに掲げたカタログである。
カタログ表紙には島津製作所の支店名が並べられ
ており，本社である「KYOTO」に，「TOKYO
OSAKA FUKUOKA DAIREN BERLIN」が続
く。最後の「ベルリン」から，当時の島津製作所
は友好国ドイツから，たとえばZimmermannな
どの製造品を輸入する代理店業務を行っていたと
推察できる。島津製作所はもっぱら代理店的業務
を行っていたのか，それとも独自な心理学実験器
械を製造していたかどうかについては分からない。
1926年の「ApparatusforPsychology」を手が
かりに，今後，探索を進めていきたい（17）。
また，同じく大山正先生が現地調査を行った上
で作成された旧台北帝国大学心理学古典的機器
の調査資料（http://oyama.ohsrg.org/taiwan.
files/frame.htm）にも島津の製品が何点か含ま
れており，そこには1929年と1936年の島津製作
所のカタログが引用されている。発行年から，上
記の 1926年の「ApparatusforPsychology」
とは異なるもののようである。今後は，旧台北帝
国大学の心理学古典的実験機器の保存とデータベー
ス化に尽力しておられる高雄医学大学の櫻井正二
郎教授や報告資料を作られた大山正先生と協力し，
昭和初期の島津製作所の心理学実験器械製造及び
販売の実態を明らかにする作業にも取り組んでい
きたい。
謝 辞
「2人の山越長七」に関する資料探索にあたって，
法政大学付属図書館閲覧カウンター担当の野村健氏か
ら示唆に富むサポートを受けたことにお礼申し上げる。
また，（16）で言及した安藤謐次郎および安藤研究所
に関する資料提供を東京大学大学院人文社会系研究科
心理学研究室新美亮輔助教から受けたことにお礼申し
上げる。
（1） 東京帝国大学文学部心理学実験室が購入した機
器類は現在ほとんど残されていないが，東京帝国
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大学文科大学心理学教室（1910）が編纂した『実
験心理写真帖』から，概要を知ることができる。
（2） 苧阪直行（2000）などにより，京都大学を中心
に旧帝国大学の心理学実験室に現存する実験機器
や実験室の情報を得ることができる。
（3）「TheVirtualLaboratory」 の URLは，
http://vlp.mpiwg-berlin.mpg.de/index_html
で，「ENTER」→「Library」→「TradeCatalog
ues」と進み，Zimmermann社の数多くのカタ
ログを閲覧できる。
（4） 竹井機器工業株式会社第二代社長で，現会長の
竹井昭雄氏に行ったインタビューにおいて，次の
ような発言を得ている。「戦後2，3年後までは，
先生方が外国から輸入された機器を持参されまし
て，持参品と同じ物の製作を依頼されました。こ
れは，先代社長から聞いたことなのでその年度と
期間などは全く不明ですが，国立大学の心理学科
で実験用機器を1台輸入いたしますと，同じ機種
は他の大学では輸入ができなくなるというような
ことがしばらく続いたようです。この輸入品規制
に依るためでしょうか，私どもに同じようなご依
頼が，それも多品種の実験器具のお持込みが，次々
ときましたようです。只，上記輸入規制が本当に
あったのかどうかは，確たる証拠がありませんの
で，間違っておりましたらお許しください。」（・
吉村・増田・鈴木，2010）
（5）「実験心理学ミュージアム」（http://mep.i.
hosei.ac.jp/）のデジタル・アーカイブ「竹井機
器工業製造品データベース」としてウェブ公開し
ている。
（6） 大山（2009）では，関西学院大学文学部心理学
研究室の古典的機器の視察内容が報告されている。
これとは別に，筆者は大山先生から視察の報告会
のために作られたパワーポイント資料の提供を受
けている。そこには，島津製作所と山越工作所の
カタログ表紙が鮮明に写っている。これを受け，
2013年7月24日，立命館大学藤健一教授ととも
に筆者は関西学院大学に保存されている古典的機
器類の撮影に向けての予備調査のため，同大学文
学部心理学研究室を訪問し，宮田洋関西学院大学
名誉教授と中島定彦教授の案内のもと，山越工作
所の実験心理学器械カタログと島津製作所のカタ
ログを閲覧することができた。
（7） 国立国会図書館の蔵書電子化事業の恩恵である。
このカタログは，戦前の帝国図書館時代の納本制
度により所蔵されていたようで，扉に「帝国図書
館印」と押印されている。
（8） のちに『大正人名辞典上巻』（1987）として復
刻された。
（9） 奈良（1930）には，以下に示すように，これと
は異なる記載もある。「我が国に於ける学術模型
製作事業は，明治八年，今日帝国大学の前身たる
南校内に設けられた解剖模型製作所が嚆矢なので
ある。当時同所に於いて御用工作師たりしところ
の先代山越長七翁が，同十二年命を受けて此事業
を継承し，独立経営することとなったのだった」
（p.675），「我が国に於ける学術模型製作事業は，
明治八年南校内に設けられたることに始まり，当
時山越長七（先代徳翁）は北川岸次氏に師事した
のであったが，同氏逝去後の明治十五年下谷区竹
町に人体解剖模型の工場を起し，更に明治三十三
年下谷区御徒町に工場を移し，商号を山越工作所
として爾来模型業の外更に博物標本，理化学機器
の製造販売をなすに至ったのであった」（p.676）。
（10） 当事者である山越工作所が作成した『実験心理
学生理学器械目録 改訂第二版』に「創立明治十
二年」とあるため，これを採用する。
（11） のちに『大正人名辞典Ⅱ 下巻』（1989）とし
て復刻された。
（12） 猪野（1927）には良三（二代目長七）は初代の
「二男」とあるが，それ以外の文献（『実業家人名
辞典』『大正人名辞典 第四版』『勧業功績録 第
1編』）には「長男」とある。また，『人事興信録
第13版』（昭和16年10月刊）の「山越長七」の
項には，二代目山越長七は「先代長七の二男同清
の養兄」とある。したがって，血縁関係はないも
のの先代長七の長男としてよい。
（13） のちに帝国発明家伝記刊行会（1991）により復
刻された。
（14） 社名による二代目山越長七の死亡広告は，死亡
後1ヶ月以上経過して新聞掲載された。死亡した
のは8月16日だったが，死亡記事は1945年9月
23日の朝日新聞朝刊であった。戦後の混乱のせ
いかもしれない。
（15） 2013年7月24日に行った関西学院大学文学部
心理学研究室に対する予備調査により，同研究室
に残されている山越カタログ『実験心理学器械目
録』は「第一版」であることが判明した。その内
容を「第二版」と照合した結果，両カタログで，
同一製品に対して異なる製品番号が割り振られて
いるものが少なくないことが判明した。
（16） この問題に関連して，アジア歴史資料センター
に興味深い資料が残されている。大正12年2月
9日づけの，安藤謐次郎と二代山越長七とのあい
だの契約締結願いである（レファレンスコード 
C08050893700）。当時，安藤は海軍教育本部部員
海軍少佐の地位にあった。軍人である安藤が自ら
特許権や実用新案登録権をもつ19種類の発明品
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の製造販売に関して山越工作所と契約を交わす願
いを海軍大臣に申し出たものである。それらは
「適性検査器」と総称される19種類の検査器械で，
具体的には，「共応動作検査器」「大小反応検査器」
「航空動作検査器」「抵抗度記憶検査器」「重量弁
別検査器」「運転動作検査器」「大小分類検査器」
「注意分配検査器」「明暗調節検査器」「空間弁別
検査器」「惰性調節検査器」「平衡度記憶検査器」
「継続反応検査器」「指頭安定検査器」「直立安定
検査器」「明暗記憶検査器」「記録式握力計」「打
叩確度検査器」「牽引継続力量計」である。これ
らの器械は必ずしも1933年の山越カタログに反
映されてはいないが，少なくとも「大小分類検査
器」には安藤が取得した特許番号が付されて山越
カタログに掲載されている。この契約により特許
権者である安藤自身は製造販売する権利を失った
わけではなく，のちの安藤研究所の要覧（1931
年に開催された日本心理学会第3回大会次第書の
広告欄）には，特許及び実用新案の番号自体は異
なるが，上記19種の器械を改良したと思われる
器械類が，取り扱い製品として掲載されている。
これらのことから，安藤研究所は，竹井製作所が
創業する前の大正期には，山越工作所と密接な関
係にあったと推察できる。
（17） 2013年8月26日から28日までの関西学院大
学の本調査で，2冊の島津製作所カタログを全ペー
ジ，撮影した。追って，アーカイブに加える予定
である。
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ContributionofYamakoshiKousakusho
fortheExperimentalPsychologyinJapanBeforeWorldWarII:
WholePictureofProductsAppearedinYamakoshiCatalogue
YOSHIMURAHirokazu
Abstract
IfoundthattheYamakoshiKousakusho・sCatalogueofApparatusandSuppliesforExperimen-
talPsychology（SecondEdition）publishedin1933isarchivedinPDFbyNationalDietLibrary.
Usingthedocument,Isearchedfortheactualsituationofpsychologyexperimentinstrumenta-
tionusedbeforeWorldWarIIinJapan.Priortoit,Imadeitclearthatthenameofthepresident
ofYamakoshiKousakushocaledChoshichiwassucceededtofortwogenerationsandIsettled
theirachievements.
MostproductsofYamakoshiKousakushointhosedayswereimitationsofEuropeanand
American companies・such asGerman company Zimmermann. In addition,Yamakoshi
Kousakushohadmadenewproductsasimprovingtheoriginals.Recently,Iknewthatthefirst
editionofthecataloguewasleftinKwanseiGakuinUniversityandstartedtheworktocompile
thecontentsofthecatalogueintoadatabase.
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